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1	 目的	
平成28年度、筆者らは本学の学術教育研究
特別助成金共同研究として、大学と保育所・幼稚
園で協力して、うた遊びを保育に活かすための教
材「うた遊び手帳」を制作した。全5巻構成のう
ちの第1巻と第4巻については平成28年度中に印
刷版を配布し、平成29年度中は、「うた遊び手帳」
全5巻の利用を、松江市内幼稚園・保育所・子育
て支援センター ・特別支援幼児教室等と本学「保
育内容・表現」授業で推進するとともに、保育教
育現場の利用者・受講者へのアンケー ト調査を行
うことにより、「うた遊び手帳」の使用と導入の効
果を検討し、さらなる改善に向けて研究するよう
計画を推進している。
平成29年度中に養成課程の学生と保育現場
の教員・保育士がこの教材を共通して持つことで、
今後、うた遊びが保育実践において大いに活か
され、指導計画から保育記録まで、一貫性のある
指導が行われることを目指している。
本稿は、「うた遊び手帳」の開発において目指
した保育・発達支援の基本的考え方をまとめ、今
後の保育・発達支援における「うた遊び」導入の
指針を、新たな「幼保連携型認定こども園教育・
保育要領」と関係づけながら明示することを目的と
している。
2	「うた遊び手帳」の構成	
平成28年度に制作された全5巻の「うた遊び
手帳」の構成は以下の表1のとおりであり、発達
段階と用途に応じて、養成課程、保育所・幼稚
園・認定こども園の保育、さらに学童保育等の小
学校低学年の活動で活用し、うた遊びの保育実
践を推進できるよう構成されている。
各巻とも発達的な観点からの「ポイント」を巻頭
で解説し、それぞれに収録された「うた遊び」ごとに、
その遊びの保育・発達的観点からの支援のポイン
トを記載した。さらに「遊んだ日の記録」を保育
記録として残すことができるよう工夫されており、「あ
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そびの変化」チェックリストを利用して、どのような
観点で遊び中の子どもの発達を見ればよいのか
を、記載している。合わせて、ひとつの「うた遊び」
を発達に応じてアレンジして保育に導入できるよう、
アレンジのヒントも記載した。
第1巻「いっしょにリズム編」と第2巻「からだと
お顔編」は、0歳からの子育て支援の現場や乳
児保育での保護者指導で使用することを想定し
て、3歳未満児と保護者・保育者を対象に構成さ
れている。第3巻「5本指でダンス編」第4巻「息
を合わせて編」は、保育現場での3歳以上児保
育における、大人と子どもの手遊び、子ども同士の
手遊びを想定して構成されており、第3巻は五指
の分化と協調運動、第4巻は他者の動きとの協調
運動の発達支援をポイントにしている。第5巻「ゲー
ムと体操編」は上肢下肢体幹の全体を協調させ
た集団遊びを中心に構成し、年長児から学齢期
の集団遊び指導でも使用できるよう工夫されてい
る。
平成29年度は、各「うた遊び」について、保育
指導のポイント、発達的な観点からの子どもの行
動観察の視点、さらに遊びを豊かに展開するため
の、アレンジの工夫観点が妥当であるか検討を
進め、指導案立案のための解説と、遊びの中で
の子どもの行動から分かる個人差の考え方につ
いて開発的に改善するよう計画を推進しているが、
平成28年度までの構想における保育・発達支援
の基本的考え方は、以下の3に示すとおりであった。
この観点のもとに選ばれた「うた遊び」の種類と
構成、行動観察の視点のあり方について、さらに
検討を進めたい。また、4に示す「幼保連携型認
定こども園教育・保育要領」との関係性から、保
育での導入の基本的考え方を明らかにしておき
たい。
表１．「うた遊び手帳」全5巻の構成
5巻のテーマ No. 曲名　
第1巻
いっしょにリズム
子育て支援・乳児保
育向け
序文（見開き）×１　かき方みほん（見
開き）×１
1
ここはとうちゃん　にんどころ　（見開
き）×２
2 でんでんでこでこ
3 ちっちゃいまめ　こー ろころ
4 まるめてポン
5 にぎり　ぱっちり
6 おやゆび　ねむれ
7 いっぽんばし
8 あがりめ　さがりめ
9 ちょちちょち
10 だっこして　ぎゅっとして
第2巻
からだとお顔
子育て支援・乳児保
育向け
序文（見開き）×１　かき方みほん（見
開き）×１
1 おおきなたいこ　（見開き）×２
2 ひげじいさん
3 あたま・かた・ひざ・ぽん
4 わらってみよう
5 大きな栗の木の下で
6 パンダうさぎコアラ
7 トマトはとんとんとん
8 りんごのほっぺ
9 パン屋さんにお買い物
10 はじまるよ
第3巻
５本指でダンス
保育所・幼稚園・認
定こども園向け
序文（見開き）×１　かき方みほん（見
開き）×１
1 グー チョキパー　（見開き）×２
2 茶つぼ
3 キャベツのなかから
4 お弁当箱のうた（基本）
5 山小屋いっけん
6 ３匹のこぶた
7 1ちょうめのドラねこ
8 こどもとこどもがけんかして
9 はちべえさんとじゅうべえさん
10 ピクニック
11 お弁当箱のうた（サンドウィッチ）
12 かなづちトントン
第4巻
息を合わせて
保育所・幼稚園・認
定こども園向け
序文（見開き）×１　かき方みほん（見
開き）×１
1 おすしすしすし　（見開き）×２
2 げんこつ山のたぬきさん
3 やきいも　グー チ パーー
4 おてらのおしょうさん
5 たけやぶのなかから
6 おちゃらか
7 茶摘み
8 アルプス一万尺
9 みかんの花咲く丘
10 じゅうごやさんのもちつき
第5巻
ゲ ムーと体操
保育所・幼稚園・認
定こども園・小学校
低学年向け
序文（見開き）×１　かき方みほん（見
開き）×１
1 つばめになって　（見開き）×２
2 忍者のはやとおそと
3 バスごっこ
4 しゅりけん忍者
5 昆虫太極拳
6 むっくりくまさん
7 ロンド橋が落ちる
8 かもつ列車
9 もりのくまさん
10 猛獣狩りに行こうよ
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3	「うた遊び手帳」の
	 発達支援の考え方	
1）基本的な考え方
準備研究の段階では、平成26年度と平成27
年度において試行版の「うた遊び手帳」を制作し、
「うた遊び研究会」から依頼してモニターからの
意見を複数聴取した。その中で、一例として、養
護学校の小学部1年生担任で、毎日手遊びや歌
遊びをしていた経験のある教諭経験者から以下の
（1）～（4）のような意見があり、このような専門職
意見の集積が、平成28年度段階の「うた遊び手
帳」の基本的な考え方の基盤となっている。
（1）ボディイメー ジも未発達な段階では、手遊びし
ながら、どの手遊びが子ども達に適しているか、
段階的に歌遊びが設定されている手帳は参考
になる。
（2）それぞれの子どもの発達課題も見えてくる。
（3）養護学校では、言語イメー ジと動きのイメー ジ
を結びつけることを大切に指導。その意味でも
「うた遊び」が役立つ。
（4）障がいのある子ども達にサポ トーブックがあるよ
うに、うた遊び手帳があることで、支援機関や
保育園と連携して一緒に子どもの成長発達を
願うことができる。
このような試行版による準備期研究の後に、完
成版の平成28年度「うた遊び手帳」では、表2に
示すとおり、第１巻から第5巻まで、それぞれの巻で
促したい発達のポイントを定めてうた遊びが修正
選曲され、各巻が構成された。各巻の「基本のう
た遊び」のねらいは、以下の通りである。
2）感覚の考え方
第1巻「いっしょにリズム編」から第５巻「ゲ ムー
と体操編」まで、相手の顔を見ること（視覚）、うた
を聞くこと（聴覚）、体の位置感覚（体性感覚）が
一体となって「うた遊び」で育つことがねらいとなっ
ている。表2のとおり、まず「うた遊び」により、子ど
もの豊かな感覚（どこから・何が・どのように）入力
を促すことが支援のポイントとなっている。「うた」
を耳で聞き、同時に歌う人の顔を見て、歌う人の
においや声、ふれあい（触覚）とともに、うたのリズム、
メロディー に合わせて子どもの体が動く。人のにお
い（嗅覚）や授乳の味覚のような、「うた遊び」前
後の子どもの感覚も合わせて、乳幼児期の子ども
の「うた遊び」感覚は、「共感覚」的な環境認知
につながっている。第1巻から「うた遊び手帳」で
は、この「共感覚」が重視されている。感覚情報
は、古い脳の部分で、まずは一体的に「何かがレー
ダー にひっかかった」状態で処理される。そこから
音源を見て、見ること・聞くこと・嗅ぐこと・さわること、
すべての感覚の一体化した脳内処理とともに、目
表２．各巻の発達支援のポイント　　　　◎＝かなり強いねらい　〇＝強いねらい
テーマ
感覚（どこから・何が・どのように）
入力
共感・共時性
（誰と・いつ）
運動（何を・どこに）出力 象徴性と表現（どのように）出力
前庭感覚（平衡感覚・ バランス）固有受容感覚（筋肉・骨格・重量）体性 （体の地図）視覚 （目で見る）聴覚 （耳で聞く）相手 （一人） に
	
感覚・動きを合わせる力相手 （集団） に
	
感覚・動きを合わせる力相手 （一人） と協同で動く相手 （集団） と協同で動く顔イメージを把握身体イメージを把握空間イメージを把握体幹・姿勢をキープ上肢・下肢の動き
	
（全身運動）両手の動き片手の動き
( 左右差）
指の動き （五指分化）指の動き （十指分化）単一 「ふり」 遊び複数 「ふり」 の連結「ふり」 の系列・
	
ストーリー表現力「ことば」 に合わせて動く力「ルール」 にあわせて動く力
1
いっしょに
リズム
◎ ◎ ◎ ◎ ○ ◎ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○
2
からだと
お顔
◎ ○ ○ ○ ◎ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎
3
５本指で
ダンス
◎ ○ ○ ○ ◎ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ○ ◎ ◎
4
息を
合わせて
◎ ○ ○ ○ ◎ ◎ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ○
5
ゲ ムーと
体操
◎ ◎ ○ ○ ○ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ○ ◎ ◎
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の前に魅力的な笑顔があれば、防御ではなく定
位する接近対象として「人」が受容され、目と目が
合うと同時に、口の動きも共鳴して同じような動き
になる。このような口の共鳴動作は新生児期から
みられ、人は笑顔で抱かれて声を掛けられ、模倣
するように生まれている（山下	2003）。
その際、第1巻「いっしょにリズム編」の「うた遊
び」では、お顔や足、手の部分に、うたに合わせ
て大人がタッチしていく。その体へのタッチは、単
に痛いとか暖かいとかの触感だけでなく、子どもの
体の自分の筋肉や骨格の感覚、すなわち「自己
受容感覚」と呼ばれるものを刺激する。「人」との
一体的な歌遊びの中で、身体的な「私」を受容す
る、まだ未分化な共感覚でのこのような二極化の
始まりが、「うた遊び」に秘められた、コミュニケー
ションの基盤体験としての役割である。このような、
0歳前半に見られる共感覚と模倣の展開は、「目と
目をあわせる」ことが決め手になる（池上 1992）。
「うた遊び」は、大人が子どもと目と目を合わせて、
未熟な脳に「人」を伝える作業である。
3）身体イメー ジ
脳の新しい部分には、体表面の皮膚感覚入
力の最終地点として、「体性感覚野」の機能局
在地図があり、運動指令の出発点としての「運動
野」の機能局在地図がある。「脳の中の小人（ホ
ムンクルス）」と呼ばれる脳地図（Rasmussen	＆
Penfield	1947）では、「体性感覚野」も「運動野」
も、手指の領域が大きく面積を占めており、いかに
人間が手指を動かして脳を大きくしているかがわ
かる。第1巻「いっしょにリズム編」第2巻「からだ
とお顔編」には、3歳未満の子どもが喜ぶ手の遊
びが入っている。「自己受容感覚」の中で自分の
手を感じ、繰り返し「手」の刺激を受けつつ、次
第に「手」を自分から動かすようになるとき、「体性
感覚野」「運動野」で手の地図を作る作業が始
まっているといえる。手と同じくらいに、「体性感覚
野」も「運動野」も、顔の領域が大きい。この「いっ
しょにリズム編」では、顔の「体性感覚」地図作り
につながる「うた遊び」、「ここはとうちゃんにんどころ」
「でんでんでこでこ」「あがりめさがりめ」「ちょちちょち」
などが入っている。「あがりめさがりめ」「ちょちちょち」
などは、自分でも自分の顔を動かすようになり、「運
動野」の顔の地図作りに繋がっている。
さらに、「体性感覚野」は「唇」や「舌」が大きく、
「運動野」は「口」や「のど」が大きく面積を占め
ていることから、いかに人が「口」を動かして脳を
大きくしているかがわかる。「うた遊び」の中で、つ
られて次第に自分でも歌を歌うようになるとき、人
の口は食べ物を咀嚼するだけでなく、音を発して
伝えたいリズムとメロディー を伝える器官になる。
「まるめてポン」の「ポン」や「ギュギュギュ」、「に
ぎりぱっちり」の「ぴよぴよぴよ」など、最初に子ども
が動きに合わせやすいのは、ある特定のしぐさに
合わせたシンボリックなことばや、その一部かもし
れない。しかしその力は、「5本指のダンス編」「息
を合わせて編」になれば、子どもはかなり長いフレー
ズも、系列的な動きに合わせつつ歌えるようになり、
同時に五指を分化させて遊びをくりかえす。「いっ
しょにリズム編」から「息を合わせて編」まで、まさ
に「いっしょにリズム」をとり、リズムを受容する中で
左右の手を動かし、手指を動かすことが重要課
題となる。
人と関わりつつ、自己の顔や体の運動のイメー
ジを把握すること、ふれあいの中で他者と共感し
てリズムを刻み、「他者」と同時に「私」の時を刻
み始めること、この繰り返しが、「うた遊び手帳」で
「身体イメー ジ」を作り上げる。
4）くりかえしと時間
子どもの自発的な遊びの様子を見ていると、乳
児期から幼児期にかけて、驚くほど繰り返しが多
いことに気づく。「ガラガラ」「起き上がりこぼし」に
始まり、0歳後半の10ヶ月を過ぎたあたりから、「ス
イッチ」のついた家電製品の類は、子どもの繰り
返し実験のためのおもちゃになってしまう。乳児期
に、子どもが何度も何度も同じことを繰り返すのは、
「循環反応」（Piaget	1936）といい、子どもの知能
の芽生えである。「あ、こうすれば、こうなる」と、手
段と目的を分けて運動することができるようになり、
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先を期待したり見込んで行動したりすることができ
るようになる。この期待感が、第1巻「いっしょにリ
ズム編」のコチョコチョ遊びの繰り返しから、第5巻
「ゲ ムーと体操編」のゲ ムーの繰り返しまで、子ど
もの遊びを牽引している。
ほとんどの遊びにおいて、うた遊び中に次を期
待するしぐさがあるかどうか、「先を期待する力」
がいつ出現したかを、確認することが重要である。
くりかえしにより、「今ここで」のことから少しイメー
ジが先に動くようになり、「こうすれば」次は「こうな
る」と、まだ現実ではない先のことを、予測して待っ
ているということは、脳の中に今とは違う「先の時間」
ができたということである。
乳児期最後には、「なに」が「どこ」にあったか、
「過去の時間」にさかのぼって記憶を再生する力
も発達していく。ハンカチ遊びで隠れたものが出て
くるだけで楽しいのは、「あ、隠れたぞ、でもでてく
るぞ」という、前に見たものの記憶があることでの
期待感、楽しみである。これらはワーキングメモリ
の発達を示す行動であり、「物の永続性」の獲得
とも呼ばれている（Piaget	1936）。乳幼児の遊び
方を見ていると、子どもの認知の中に、記憶や期
待といった「時間」が登場することが、くりかえし遊
びの魅力となっていることがわかる。全ての「うた
遊び」に見られるこの「くりかえし」を楽しむうちに、
次第に子どもの中に身体の「空間」イメー ジと同
時に、「時間」が育つ。そのような発達過程を持
つ乳幼児期の最後に、二人から三人、三人から
四人の集団での身体イメー ジの共感と時間の共
感が備わり、集団で共感しつつうたの言葉の意味
を理解し、ふりの系列を記憶し、参加するものの
共感する期待感をもってル ルーのあるゲ ムーが成
立する。保育所・幼稚園・認定こども園の、集団
的な生活と遊びの場では、「うた遊び」を子ども一
人一人個別に取り入れるのは、難しいかもしれな
い。しかし、どの「うた遊び」も、遊び方を変えるこ
とで、様 な々年齢の子どもの遊びにすることができる。
「うた遊び」を保育教育に導入することにより、次
の発達に繋がる「面白さ」が子どもたちの中で変
わっていくことを、子どもたちと一緒に楽しむことが
重要である。
5）身振りとゲー ム
子どもの遊びの中で、身振りを獲得して記号と
して使用することが、遊びの水準を上げていくこと
は、「じゃんけん」を見ているとよく分かる。「じゃん
けん」の「いし」「かみ」「はさみ」は、手の形に合
わせて作られた象徴的なル ルーであり、「象徴的
な遊び」（Piaget	1945）である。最初は一つ一つの
「ふり」の組み合わせから勝敗を理解する。同じ
タイミングで身振りを繰り返し、子どもは「ふり」で
勝敗ル ルーを身につける。三人以上の「あいこ」
は、二人での1組の「あいこ」より難しい。全体で
は1組同士の時とル ルーを変えるという、ル ルーの
転換の理解が必要になる。同じ「ふり」でもルー
ルを転換し、一対一の身体の象徴的な遊びから、
三人以上でル ルーが転換していくとき、遊びの水
準が変わる。うた遊びに登場する「じゃんけん」の
中で、この一対一の身体性・象徴性のない「あい
こ」というル ルーが理解できる頃、子どもは「前概
念的思考」（Piaget	&	Inhelder	1966）と呼ばれる
段階を過ぎて、次の思考の段階の遊びを楽しむ。
年長児になると、一緒に遊ぶために、幼い子ど
もたちに一生懸命、遊びのル ルーを教えて集団遊
びを作ろうとする姿が見られるようになる。自分が
身体・行動レベルで理解したことを、言語化して
説明しようとする、そのような姿が、幼児期の最後
の姿として、「息を合わせて編」「ゲ ムーと体操編」
のうた遊びのねらいとなっている。
4	 うた遊びと「保育内容」	
「うた遊び手帳」の遊びは、実際には小学生の
児童期まで、あるいは大人でも十分楽しめるもの
であるが、保育と発達臨床の場での「うた遊び」
は、子どもの他の生活や遊びと同様に、指導計画
に基づいて、専門的に取り入れられる。保育所・
幼稚園・認定こども園のいずれであっても、子ども
が日中生活する専門的な保育の場では、保育課
程・教育課程があらかじめ定められており、その中
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で、子どもの実態に応じて指導計画が組み立てら
れている。
「うた遊び」を保育に取り入れるとき、まず、保育
課程・教育課程とどのようにつながるのか、今目の
前にいる子どもたちのための「指導計画」にどのよ
うに取り入れるのか、そのことを、保育教育者全
員で理解しておくことが重要である。年齢によって、
季節によって、子どもの発達特性によって、あらか
じめ指導計画を持って「うた遊び」を取り入れる
ことで、さまざまな可能性が広がっていく。
日本の認可保育所の指導計画は、保育所保
育指針を基準としている。幼稚園は幼稚園教育
要領、子ども・子育て支援新制度により定められ
た幼保連携型認定こども園は、幼保連携型認定
こども園教育・保育要領を、指導計画の基準にし
ている。ここでは、「幼保連携型認定こども園教育・
保育要領」（内閣府 2017）（以下、「教育・保育
要領」）をもとに、「うた遊び」と保育計画の関係
性について、基本的事項をまとめておく。
1）乳児期から3歳までの保育のねらい及び内容並び
に配慮事項と「うた遊び」
今回の改訂版の「教育・保育要領」において、
乳児の保育のねらいと内容は、3つの柱にまとめら
れている。このうち、「健やかに伸び伸びと育つ」
保育のねらいの、（1）身体感覚が育ち、快適な環
境に心地よさを感じる、（2）伸び伸びと体を動か
し、はう、歩くなどの運動をしようとする、のいずれ
も「うた遊び」とかかわりが深い。「身近な人と気
持ちが通じ合う」保育のねらいの、（1）安心できる
関係の下で、身近な人と共に過ごす喜びを感じる、
（2）体の動きや表情、発声等により、保育教諭等
と気持ちを通わせようとする、（3）身近な人と親し
み、関わりを深め、愛情や信頼感が芽生える、の
いずれも「うた遊び」の基本と一致している。「身
近なものと関わり感性が育つ」保育のねらいの、（3）
身体の諸感覚による認識が豊かになり、表情や
手足、体の動き等で表現する、もまた「うた遊び」
の基本と一致している。このように、「教育・保育
要領」の乳児期の保育計画は、「うた遊び」導入
と関係性が深い。
満1歳以上3歳児未満においては、「教育・保
育要領」は、保育内容5領域別に保育のねらいと
内容をまとめている。このうち、「人間関係」「言葉」
「表現」には、当然ながら「うた遊び」とかかわり
の深いねらいと内容がまとめられている。
「人間関係」においては、「共に過ごす心地よさ」
「受容的・応答的な関わり」「他の園児との関わ
り方を少しずつ身につける」「ごっこ遊びを楽しむ」
などの内容が、うた遊びと関係が深い。
「言葉」においては、「言葉に気付き、聞き分ける」
「言葉を繰り返したり、模倣をし	たりして遊ぶ」「言
葉のやり取りを楽しむ」などが関係が深い。
「表現」においては、「歌を歌ったり、簡単な手
遊びや全身を使う遊びを楽しんだりする」と、うた
遊びそのものが登場している。これらの3歳未満児
保育においては、子育て支援の場も含めて、「うた
遊び」をいかに日常の保育に計画的に導入する
かが重要となってくる。
以上の乳児期から満3歳までの教育・保育と子
育て支援において、表3のようなうた遊びの導入は、
保育のねらいと直接深く関連していると思われる。
2）満3歳以上児の保育のねらい及び内容並びに配
慮事項と「うた遊び」
満3歳以上になると、さらに保育のねらいと「うた
遊び」の関係は深い。「人間関係」では、「共感
し合う」「相手の思っていることに気付く」「一緒に
活動する楽しさを味わう」など、一対一の応答的
なかかわりから、集団での活動の楽しさへと遊び
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図１．松江市子育て支援センター 「音遊び」の様子
　（静かな曲に合わせて親子で揺れている）
表３．「いっしょにリズム編」の「だっこして　ぎゅっとして」を題材とした部分指導案（１歳児クラス親子遊び）の事例
りんご組（1歳児）
在籍１0名
（男４名・女６名）
ねらい
○親子でふれあい遊びを楽しむ。
○いろいろな動きを体験する喜びを味わう。中心となる活動
「だっこしてぎゅっとして」の曲に合
わせて親子でふれあい遊びを楽
しもう！
予想される親子の活動 環境構成の構成と保育者の援助・留意点
○親子で保育者が見える位置に座る
○親子で保育者の動きを見る。
○曲に合わせて子どもとふれあい遊びをする。
○子どもが嬉しそうに保護者の顔を見たり、「きゃきゃ」
と喜びを声に出したりする。保護者もその姿に応え
一緒に楽しむ。
○ふれあい遊びを楽しみ、親子が満足そうな笑顔に
なる。
○子どもを抱っこして保育者が見えるように扇形に座るように声をかける。
○親子で座った場所を確認し、それぞれの親子がぶつからないように間をけるようにする。
○保育者は人形を使って、主な動きを見せながら説明し、保護者に動きの見通しがも
てるようにする。特に飛行機については安全に遊べるように、脇をしっかり持つように
声がけをして、子どもたちが体を委ねられるようにする。
○見本になるように人形を使ってやりながら、動きの少し前のところで次の動きを言葉
で知らせ、次の動きにスムー スに入れるようにする。
○親子で楽しむ様子を見ながら「もっと大胆にしてあげましょう。」「子どもさんの目を見
つめて抱きしめてあげましょう。」等の動きのポイントがつかめるようにする。
○子どもが怖がっている場合は、様子を見るよう声がけをする。
○親子でふれあい遊びを楽しんでいる姿に共感し、子どもが喜んでいる様子を言葉に
して保護者に伝えるようにする。また、様子を見ながら繰り返して遊ぶようにする。
○家での楽しみ方も知らせ、親子で継続して遊びが楽しめるようにする。
表４．「息を合わせて編」の「おてらのおしょうさん」を題材とした部分指導案（4歳児クラス）の事例
ぶどう組（４歳児）
在籍26名
（男12名・女14名）
ねらい
○2人で歌に合わせて、ストー リー のあるリズミカルな手遊びを楽しむ。
○ジャンケンの勝敗に関心を持つ。中心となる活動
「おてらのおしょうさん」で歌った
り手遊びをしたりして遊ぼう！
予想される子どもの活動 環境構成の構成と保育者の援助・留意点
○子ども同士向かい合って座る。
○手の合わせ方を確認し、両手をあわせてから2人
の右手と右手を合わせる、また両手をあわせてか
ら2人の左手と左手をあわせることを繰り返しする。
○「芽―が出て～」から向かい合った2人で目と目を
合わせて一緒に歌いながら楽しそうに手遊びをする。
○「ジャンケンポン」でジャンケンし、勝敗を楽しむ。
○友達を替えて遊ぶ。
○歌の速さを替えて遊ぶ。
○友達と息を合わせることが楽しいと感じ、繰り返し
遊ぶ。
○手遊びが苦手な子は保育者や得意な子と組むようにさせる。
○歌に合わせてできるように、「自分で」「右手」「自分で」「左手」と声をかけながら、2
人の手合せが同じリズムを刻めるようにしていく。リズムがつかめない子がいたら、ゆっ
くりやるようにする。
○できるようになったら、全員でリズムよくできるように「みんなで一緒に歌に合わせてす
るよ。」など声がけをして、歌の速さを調節する。
○かぼちゃが育つ様子を表現して楽しめるように、保育者は大きな手振りをして動きを
知らせていく。
○ジャンケンで勝敗が楽しめるように、「勝った人？」など手遊びが終わったら聞くように
する。ジャンケンの勝敗がわからない子がいたら、「グー に勝つのは？」など一つ一つ
の勝敗を確かめ、子どもが理解できるようにする。
○「今度は負けた人が勝ちね。」など、ル ルーを変えて楽しめるようにする。
○友達を替える声がけをし、誰とでも息を合わせて楽しめるようにしていく。
○慣れてきたら、「早いバ ジーョンだよ。」など声がけをして、速さの変化も楽しめるように
していく。
○子ども同士が繰り返し遊ぶ楽しさに共感する。
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が広がっており、「息を合わせて編」「ゲ ムーと体
操編」のうた遊びとかかわりが深い。
「言葉」でも、「気持ちを言葉で表現する楽しさ
を味わう」「言葉に対する感覚を豊かにし、保育
教諭等や友達と心を通わせる」などのねらいは、「う
た遊び」で実現できる保育内容である。
「表現」では、「音楽に親しみ、歌を歌ったり、
簡単なリズム楽器を使ったりなどする楽しさを味わう」
と、この年齢でもうた遊びそのものが登場している。
このような、「教育・保育要領」に示された保育
のねらいや内容に直接深く関わる保育内容が「う
た遊び」であり、表４のとおり、「人間関係」「言葉」
「表現」の保育実践の題材として、計画的に保
育に導入し、日々の連続・繰り返しの中で、保育
経過を記録していくことが重要になると考えられる。
5	「うた遊び」と
	 専門職ネットワーク	
子どもの年齢を0歳から就学まで辿ったとき、家
庭以外の保育の場は、保育所・幼稚園・認定こど
も園だけではない。例えば、松江市は、市立病院
に隣接した保健センターの中に子育て支援セン
ター を配置し、乳幼児教室、児童館、保育所、幼
稚園、さらにサテライトの支援センター とネットワー
クを作っている。　
この支援センター の中に、「なかよし教室」とい
う名前の小規模療育事業があり、音楽療法士が
センターの中の一般の交流事業の中で、「音遊
び」のような形で活動している（図１）。また心身障
害児のための小規模療育事業の中でも、療育の
立場で音楽療法を実施している。この小規模療
育事業の対象者は１歳半健診、３歳児健診の追
跡を中心とした１歳から４歳の子ども達とその保護
者である。音楽療法や音楽、運動遊びを含む療
育活動で、20分程度の個別相談を行うこともある。
さらに、松江市では教育委員会が管轄する、発
達教育相談支援センター が同じ建物の中にあり、
特別支援教育専門職が、3歳児健診以降、3歳か
ら小学校までつなぐ働きをしている。子育て支援
センター で1歳から4歳、それと重複する形で3歳ぐ
らいから小学校低学年ぐらいまでの子どもが発達
教育相談支援センター に通っている。
これらの機関の専門職者が、「うた遊び」をどの
ように導入するか、これは保育所・幼稚園・認定こ
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図２．うた遊びと専門職ネットワーク
　　　　  （乳幼児健診・保育・教育と療育）
重要なネットワークの要となる。
保健師等の母子保健の専門職も「うた遊び」
と無関係ではない。乳幼児の発達アセスメントで
重要なのは母子健康手帳の記録であるが、母子
健康手帳の中の１歳の頃には「伝い歩きをしたの
はいつですか」といった二足歩行についての項目
や「バイバイ、こんにちはなどの身振りをしますか」「大
人の言う簡単な言葉がわかりますか」「部屋の離
れたところにあるおもちゃを指すと、その方向を見
ますか」という項目にあわせて、「音楽に合わせて
身体を動かすことができますか」という項目や、「ど
んな遊びが好きですか」という項目があることは、
0歳1歳の「うた遊び」の体験の有無と関係が深く、
重要である。
小規模療育事業の中では、保育専門職が、リ
ズムに合わせて歩いたり走ったり、止まったりできる
か、周りとの同期性を見る。また大きな音、小さな
音に合わせて身振りを変えることができるかなどに
注目して、注意深く観察する。また、個別の保護者
の指導の中では、保護者が子どもの真似をするこ
とによって、子どもが周りの人が自分の真似をして
いるということに気づき、その動きをモデルとして真
似を返してくるかどうかなどにも注目して指導する。
こういった健診後の追跡対象となっている子ど
もや保護者は、医師、保健師、保育士、幼稚園
教諭、そして音楽療法を含む療育教室では様々
な専門の指導者、そして特別支援教育専門職な
ど、発達の課程で様 な々地域の専門職の方と関
わっていく。これらの専門職の養成課程の中で、「う
た遊び」を保育教育、そして療育の題材として共
通に学ぶ教材として確立し、専門職者を「うた遊
び」でつなぎ、「うた遊び」の指導計画を、多職種
で共有することにより、保育教育の現場における
指導内容の連続性が生まれ、子どもの中での新
たな行動の獲得・学習が、より生まれやすく、また
強固になると考えられる。
これらの多職種が養成課程において「うた遊び」
を共有し、保育教育の現場において、発達記録
を共有できるよう、「うた遊び手帳」は複数の記録
者が利用すること想定して、巻頭の「この手帳の
使い方」を説明している。第1巻と第2巻は保育所
の担任と保護者が、第3巻は保育所の担任と加
配の支援保育士が、第4巻は幼稚園の担任と放
課後の預かり保育の担当が、第5巻は幼稚園の
担任と通級指導教室の教諭が、ともに一人の子ど
ものうた遊びでの成長を見つめながら記録を取り、
うた遊びでの発達を共有することをモデルとして
示している。これらの専門職をつなぐ支援ツ ルーと
して、活用されることを目指している。
６	 うた遊びでつなぐ保育教育	
本稿においては、うた遊びによる保育・発達支
援の基本的考え方をまとめ、今後の保育・発達支
援における「うた遊び」導入の指針を、新たな「幼
保連携型認定こども園教育・保育要領」と関係づ
けながら示してきた。新たな「幼保連携型認定こ
ども園教育・保育要領」においては、乳児期から
就学前までの教育過程のねらいが示されているが、
すべての年齢で導入できる「うた遊び」は、乳児
期からの蓄積が可能な、発達をつなぐ重要な教
育手段となると考えられる。
また、乳児期から就学前、あるいは就学後の
児童期まで子どもがかかわる専門職において、「う
た遊び」の共有が、子どもの発達の地域支援ネッ
トワークを強固にすることも示した。集団の中で
個別に記録を取って教育を進めるとき、「うた遊び
手帳」で記録を取ることで、担任やその他の保育
者の取組みが共有されやすくなり、専門領域と職
種を超えた教育保育が可能になる。子どもの保育
に関わる専門職が、同じ目線に立って一人の子ど
もの成長を見守るとき、子どもにとって教育の場を
超えた発達の可能性が生まれると考えられる。
筆者らは、この開発研究により、一人一人の子
どもと保護者、専門職の「うた遊び」体験が、手
帳を通して多職種に共有されるようになり、子ども
の中での遊びの繰り返しが、より多様な教育保育
の場で深められ、楽しい保育の思い出として、発
達的につながっていくことを期待している。
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